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 論文審査の結果の要旨
 本論文は細菌の2つのポリプレニルトランスフェラーゼの活性発現に必須の因子に関する研
 究成果をまとめたものである。〃ゴ6名0600c欝1躍8ZfsB-P26にはメナキノン側鎖の生合成のため
 のヘキサプレニルニリン酸合成酵素と多糖の生合成に関与するウンデカプレニルニリン酸合成
 酵素が存在することが知られていたが,両者の酵素活性発現に必須の因子については不明の点
 が多かった。著者は,これらの酵素がいずれも水溶性の基質から疎水性の生成物をつくる反応
 を触媒するにも拘らず,一方は試験管内での活性発現に界面活性剤の添加が必要であり,他方
 は不要であるという事実に着目し,これら2つの酵素の機能発現のしくみを明らかにしょうと
 した。
 第一章はウンデカプレニルニリン酸合成酵素の活性発現に必須の内在性因子の検索に関する
 ものである。著者はまず菌体から界面活性剤の非存在下に酵素活性を示す画分を可溶化したの
 ち,この画分をさらに分画した結果,タンパク画分とリン脂質画分を得た。前者はそれ自体で
 は不活性であったが,後者を添加すると活性が発現した。さらに後者を分離精製し,ホスファ
 チジルグリセロールとカルジオリピンがこの活1生化因子の本体であることを証明した。
 第二章はヘキサプレニルニリン酸合成酵素の必須成分に関するものである。この酵素は単独
 では触媒活性のない成分Aと成分Bに分離することが知られていたが,著者は各成分を精製
 し諸性質を調べるとともに,高速ゲルロ過法により,各成分が酵素として機能するときの会合
 状態を追跡した。その結果,基質を介してA,B両成分が会合する動的な状態をとらえることに
 成功した。
 第三章は酵素の活性部位に関するものである。著者は本酵素の活性にはシステイン残基とア
 ルギニン残基が関与すること,およびこれらの残基はいずれも成分B上に存在することを証明
 した。また,これらの残基がそれぞれの特異的修飾試験薬の攻撃から保護されるための条件を
 詳しく調べ,SH基とアルギニン残基の成分B上での位置関係や成分Aの役割について考察し
 た。
 第四章は成分Aと成分Bの会合体形成に関するものである。著者はこれらの成分の間の相
 互作用に及ぼす基質や無機ピロリン酸等の影響を明らかにし,その結果と前章の知見とを合わ
 せ,2つの異なるタンパク成分から成るヘキサプレニルニリン酸合成酵素のユニークな触媒作
 用のしくみについて一つのモデルを提出した。
 これらは著者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示
 している。よって吉田一郎提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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